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会議に付した事件  

 

報告事項 

  （１）「令和６年  度杉並区立図書館運営状況報告書」について  

 

令和７年度における教育委員会事務局の主要課題について  
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教育長  では、 定刻になりましたので、ただいまから令和７年第 ７ 回杉

並区教育委員会定例会を開催いたします。  

  本日は對馬委員から欠席の旨の連絡を受けておりますが、定足数は満

たしておりますので、このまま会議を進めます。  

  それでは、本日の会議について 事務局より説明をお願いいたします。  

庶務課長  本日の議事録の署名委員につきましては、教育長より事前に

伊井委員との指名がございましたので、よろしくお願いいたします。  

  はじめに、本年４月１日付け人事異動に伴う新たな説明員につきまし

て、事務局次長よりご紹介させていただきます。  

事務局次長  それでは、私から令和７年度に新たに異動してまいりまし

た説明員のご紹介をさせていただきます。  

  まず、私、教育委員会事務局次長の井上純良です。どうぞよろしくお

願いいたします。  

  次に、生涯学習担当部長、武井浩司ですが、後ほど遅れてまいります。  

  次に、庶務課長、近藤高成でございます。  

庶務課長  よろしくお願いします。  

事務局次長  次に、学校 I C T 担当課長、松下征弘でございます。  

学校 I C T 担当課長  よろしくお願いします。  

事務局次長  続きまして、教育人事・指導課統括指導主事 、柿添剛広で

ございます。 

教育人事・指導課統括指導主事  よろしくお願いいたします。  

事務局次長  次に、特別支援教育課長、 就学前教育支援センター所長兼

務の有坂直子でございます。  

特別支援教育課長  よろしくお願いいたします。  

事務局次長  次に、学校整備担当課長、政策経営部施設整備担当課長兼

務の花岡純子でございます。  

学校整備担当課長  よろしくお願いいたします。  

事務局次長  次に、教育委員会事務局副参事 、子どもの居場所づくり担

当、子ども家庭部児童青少年課長兼務の有吉俊輔でございます。  

副参事  よろしくお願いいたします。  

事務局次長  次に、生涯学習推進課長、牛山進一郎でございます。  

生涯学習推進課長  よろしくお願いいたします。  

事務局次長  次に、済美教育センター統括指導主事 、 齊藤敦でございま
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す。  

済美教育センター統括指導主事（齊藤）  よろしくお願いいたします。 

事務局次長  最後に、済美教育センター教育相談担当課長 、岡部洋右で

ございます。 

教育相談担当課長  よろしくお願いいたします。 

事務局次長  以上でございます。  

庶務課長  続きまして、本日の議事日程についてでございますが、報告

事項１件のほか、「令和７年度における教育委員会事務局の主要課題 に

ついて」の説明を予定しております。以上でございます。  

教育長  それでは 、本日の議事に入ります 。 事務局よ り説明をお願い い

たします。 

庶務課長  それでは、報告事項１番「『令和６年度  杉並区立図書館運営

状況報告書』について」、中央図書館長からご説明いたします。  

中央図書館長  「『令和６年度杉並区立図書館運営状況報告書』について」

でございます。私からはこれをまとめたものについての報告になりま

す。 

  １番の「運営状況評価の実施概要」の目的と対象につきましては記載

のとおりでございます。  

  実施方法につきましては、①令和５年度の評価として、令和５年度の

全区立図書館の取組状況について、各館の実績の数値、自己評価、利

用者満足度調査に基づき、総括的評価、 1 1 の評価項目の評価を図書館

として行いました。  

  ②としまして、図書館協議会評価部会が図書館による評価、実績数値、

利用者満足度調査を基に評価を行いました。  

  評価の内容でございますが、１ページ進んでいただいて別紙をご覧く

ださい。報告書の主なポイントでございます。  

  １番、「杉並区立図書館の運営状況評価の実施について」ですが、コ

ロナ禍が落ち着いてきた中で感染防止対策を続けながら様々な行事や

イベントを再開し、一定の活動を実施することができました。また、

I C タグシステムを活用した貸出し時における利便性の向上や蔵書管理

業務の効率化などを目指し、全館の図書資料への I C タグの貼付を完了

するとともに、中央図書館で自動貸出機の運用を開始しました。  

  ２番、「令和５年度の評価」ですが、①総括的評価では、引き続き新
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しい資料の購入と古い蔵書の整理をバランスよく行っていくことが必

要であるとされました。また、各館においてボランティアとの協働や

地域とつながる様々な事業に取り組みました。  

  ②評価項目（ 1 1 項目）の評価ですが、レファレンスサービスの充実

では、利用者への声かけや参考資料コーナーの見直しを行った館では、

レファレンス件数が伸びる結果となりました。ボランティアとの協働

では、 すぎなみ 地域大学を活用した 図書館 子ども 読 書 ボランティア養

成講座を実施し、受講生がおはなし会などで活動を始めました。  

  ３番、「図書館協議会による評価」ですが、①全体的な指摘としまし

ては、おおむね順調に図書館運営がなされていると評価されましたが、

図書館サービスの広報については改善の余地があるとされました。ま

た、サービスの質を具体的に評価できるような新しい基準の策定や利

用者満足度調査の項目の再検討が求められました。  

  ②総括的評価では、本来の図書館の目的である区民に対する様々な情

報の提供を実現できるような蔵書の構築や入館者数が増加している一

方で、貸出数が減少しており、それに関する詳細な調査分析の必要性

が挙げられました。  

  ③評価項目の評価では、多様な資料の収集と提供などはおおむね順調

とされた一方で、レファレンスサービスの充実に向けて P R などにより

努める必要があるとされました。  

  資料にお戻りください。最後に今後の予定でございますが、本委員会

終了後、今月中に区公式ホームページなどにより公表してまいります。  

  簡単ではございますが、運営状況の報告書のご説明は以上になります。  

庶務課長  ただいまの説明につきまして、ご意見、ご質問等ございまし

たら、お願いをいたします。  

前田委員  ご説明ありがとうございました。２点ありまして、１点、こ

れは５年度の評価ということなのですけれども、２年前 の評価という

こと になってしまうのですけど、まずこれがどういう背景からこうい

うスケジュール感なのかなというところを教えてください。  

中央図書館長  夏過ぎ、秋ぐらいから 前年度の評価を始めてい くので、

今回のものは５年度の実績を基に去年の秋ぐらいに始め、そして 1 2 月

にやっと報告書案 として 出来上がった次第であったのですが、それが

最終的にまとまったのがこの３月でしたので、それを今回ご説明させ
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ていただ いた と いうことになります 。１ 年 前 の内容 になるのでなかな

か現状と合っていない部分がありますけれども、そういうスタンスで

やっているところでございます。  

前田委員  ５年度のものを６年度の秋に始めたということですね。それ

は前倒しにすることができたりするものではあるのでしょうか。とい

うのも、おっしゃっているとおり、コロナの５類とか大分前の話だな

と思ったりするのと、これは P D C A でいうところのアセスメントだと思

っていて、これがプランに入っていかなければいけないものだと思っ

た時 に、これはどこに何のインプットになっているのかな と 。例えば

今、「改善の余地がある」というところは、具体的にどういうアクショ

ンになってどこに反映されているのかとか、「調査分析を行うことが求

められる 」というのは、どこでどんな分析をしようとしているのかと

いうのが、調査自体はすごく綿密にしていただいてすばらしいと思っ

ているのですけれども、これをより活用していただくことが必要なの

かなと思っており、そういう意味でもも う少し早い調査が入ったほう

がいいのではないかなというのが意見です。  

中央図書館長  実はこの図書館評価の中には、各図書館に自己評価をま

ずさせるのです。それ を 夏ぐらいまでに 、 前の年の評価を全部して出

してくださいという話をして、それを中央図書館に全部まとめていく

という作業があるので、当然前の年でこういうことをやりました、こ

ういうことが課題でした 、 次に向けてこういうことをやっていきたい

ですというのは 、 全て一連で夏ぐらいにそこは評価というか、自分の

それぞれの館では確認ができるのです。ですから、 令 和５年度の評価

を基にし て令 和 ６年度は何をしなければいけないか 、今後何をしなけ

ればいけないか というのは、大体次の年の夏ぐらいには、各館は既に

P D C A サイクルの中ではそこのところで確認して、令和６年の中で実現

していくという形にな り ま す。そのような形、どうしても い く つかの

ステップを踏まなければいけないので、どうしても最終的にまとめる

のが遅くなっているだけであって、各館では夏前にはある程度の見込

みというか、検証はできているところになります。  

前田委員  それは別途で報告されているということですね。分かりまし

た。 

  では、この報告は何のためにあるのかなということが出てきたりする
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のですけれども、改めて、多分図書館は各館がやっているけれども、

教育委員会全体としてその現状を見ながら プッシュしていく必要 が あ

るも の と かが 出てくると思いますので、 是 非 もう１個上のレイヤーで

各図書館の活動をプッシュできるような、そういうプランになる報告

書にしていただけるとよりよいかなと思いました。ありがとうござい

ます。 

中央図書館長  ありがとうございます。まず各館の自己分析というか評

価が出てきている段階で、杉並区の図書館 に はどういう課題があるの

かというのはそこで大体把握できますので、それを予算 要 求 に 反映さ

せて みたり、次の年にどういうことをやっていかなければいけないか

という大まかなところは分かっているので、そういう意味ではアクシ

ョンはどんどん先んじてやっている形で、 評価を まとめるのが遅くな

っているだけであります ので、 この部分をなるべく早くやっていける

ように考えていきたいです。  

前田委員  そうですね。この報告を見た方がこれで 、 じゃあどうなのと。

せっかく公表するのでそういうアクションまでつながっていると、見

ている方もちゃんとやっているのだなということが分 かるかと思いま

すので、是非進めていただければと思います。  

中央図書館長  ありがとうございます。なるべく早く成果を出せるよう

にしていきたいと思っております。  

庶務課長  ほかにはいかがでしょうか。 

伊井委員  毎年この評価のあり方とか、昨年のものをどのように生かし

ていくかというのは、今、前田委員がおっしゃったように時間的なも

のも大事な点だと思うのですけど、ちょっと細かいことになるのです

が、二つほどご質問させていただけたらと思います。  

  中央図書館で自動貸出機の運用を開始したということと、評価項目の

中の利用者への 声かけや参考資料コーナーの見直しをしたところが、

レファレンス件数が伸びる結果となっているという文章がございます

けれども、この機械化されるところと利用者への声かけというアナロ

グの 部分というか直接触れ合う部分で、そこのバランスの中で生まれ

ていく図書館の あり方 みたいなものというのは、 図 書 館協 議 会 の方々

も含めましてどのような捉え方で、今後どのように進めてく ご予定が

あるのかなということが一つ。 
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  あと、数字的なものですけれども、図書館の使い方が変わってきてい

るというお話が先ほどございました。そのあたりに関しても現時点で

分かっている分析というか内容を教えていただけたらと思います。よ

ろしくお願いいたします。  

中央図書館長  まず、協議会でよく話をしているのは、自動化できるも

の、機械化できるもの は 進 めて い き 、効率性を求めようというところ

です 。それで、ある程度余力が出た部分については、先ほど言った声

かけとか、ソフトの部分で人がどうしても携わらなければいけないと

ころにシフトしていこうという形をとっています。 ただ、自動貸出機

は全館 に 入ったのですけれども、予約 が 自動化できる館とできない館

がありますので、そこのところ は 差がついてはいけないという話をし

ており 、そこのところは今後の課題だねという話は協議会の中で出て

いるところでございます。  

  もう一つ、先ほど申し上げた利用者数は増えてきているのだけれども、

貸出冊数が減っているという部分なのですが、よく見てみると、図書

館に来て、やはり交流の場というのを図書館も 一 つ 考えているので、

図書館に来てみんなとお話をしたり、その中で本を読んだり、読み聞

かせをするという形で、実際に借 り ると い う 実績としては 上がらない

けれども、図書館を使って何かをする た め に 来ているということで、

単なる図書館に魅力がないから貸出冊数が減っているということでな

くて、新たな交流とかそういうところに人が増えてきているなという

のが、今の段階での分析の一つでございます。  

伊井委員  ありがとうございます。図書館ごとの分析なんかを読ませて

いただいていても、それぞれが利用者の方に働きかけているところは

やっぱり利用者数 の増加につながってきていると思います ので、そこ

の住民の方々との距離感とか関わりとかつながり、そういったところ

も機械化する一方で大事にしながら、利用する方々の気持ちに沿った

運営を今後もお願いできたらいいなと思います。  

  それから、今日、對馬委員がご欠席なのですが、對馬委員は常々レフ

ァレンスという部分に関して、いろいろお話を私も伺っているのです

けれども、学校図書館の使用の仕方とレファレンスという部分に関し

てはつながる部分があるので、 是 非 学校図書館とも連携して進めてい

っていただけたらいいのかなと思います。よろしくお願いいたします。  
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中央図書館長  ありがとうございます。学校図書館 は 各学校に配置され

てい ますし、レファレン ス、調べ学習にもつながるところです。 こ れ

は共通している部分がありますので、そのノウハウというのは底上げ

していかなければいけないと思っています。今後、私ども区立図書館

の課題としては、学校図書館 の方々とどうやって連携を図っていくか、

育成を含めてですけれども、 そういうところをやっていくことが課題

だなと感じたところでございます。  

伊井委員  地元のことですけど、南荻窪図書館なんかは学校に来ていた

だいて、いろいろなお話をしてくださったりして、とてもいい関係が、

交流ができていると思うので、その辺りもまた共有していただけた ら

と思います。ありがとうございます。  

大川委員  今の伊井委員の意見とも共通するのですけれども、数字を見

ていると利用者はアップしているのだけど、ここ数年で貸出件数は減

って、レファレンス件数も残念ながら減っているのですよね。そうす

ると、図書館に対するニーズが、例えば交流の場所と今、説明のあっ

た居場所的なものに変わっているとしたら、図書館である必要がない

のではないかみたいな厳しいことにもなりかねないので、 是 非 工夫を

して活用してほしい で す 。 その中でレファレンスの機能、司書さんに

調べてもらっ た ら どういうことが わかり ましたというのを公表してい

ったりとか、その レファレンス機能はやっぱり図書館ならではで、腕

の見せどころだと思いますので、 是 非そこをもっと充実させていただ

きたいなと期待してお願いいたします。よろしくお願いたします。  

中央図書館長  やはりレファレンスは今、パソコンが随分、インターネ

ットが普及してきて誰でも調べられるではないかということがあるの

ですけれども、実はそうではなくて、本当にその人が調べたいことは

何かというのをちゃんとインタビューしながら、適切にいろいろな本

を出してくるというのは、これは人を介さないとできな いところがあ

ります。それがまさに図書館の 一 つ の業務というか真骨頂であると思

いますので、そのレファレンスを公表したり、いろいろなことでアナ

ウンスをして、調べる人たち に 支援を充実させていくということ、そ

れからこういうことを調べましたとか、こういうことで成果がありま

したということを P R して、よりその件数を増やしていく。誰もが気軽

に尋ねていただける、そんな雰囲気を作れればなと考えているところ
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でございます。ありがとうございます。  

前田委員  すみません、追加で。レファレンスについて改めて件数を見

ていると、本当に図書館に よってこんなにも違うのだというくらい違

いがありまして、 是非 教えていただきたい。やっぱり何が違うのか。

例えば司書の方の力量なのか、利用者がレファレンスをお願いする仕

方が分かっているか分かっていないか、そういうのもあるのかなとち

ょっと思ったのですけれども、どのようにお考えでしょうか。  

中央図書館長  やっぱり悩ましいところではあるのですけれども、そこ

の近隣に住んでいる利用者の方々の 層とか、いろいろなところが違っ

たりするし、まず本を借りられればいいという方が多いところと、そ

こで何か学習をする、調べ学習をしていく方たちが多いところとか、

そういうところ に 違いも出てくると思うのです。 それこそ ま さ に図 書

館ご と の特色だと思っています 。ただ、先ほどおっしゃれたレファレ

ンス機能は高めなければいけないと思いますので、低いところはなぜ

低いのか、これはやっぱり分析しなければいけないと思っていますの

で、その辺のところは今後取り組んでいきたいと思っています。  

前田委員  私も上手に相談できたことがないなと。私がで きないなら子

どもたちも上手にできないなと思っていたりするので、例えばこ の よ

うな 声がけをしてみたらどうですかと書いてあると、例えばこういう

ことが聞けるのだなというのが分かるなと思いまして、私も今、どう

いうことを 尋ねたらどういうことを教えてくれるのだろうというのが、

多分期待値のギャップと い うか何を期待できるのかというのが私自身

も分かっていなくて、なので、 是 非 お互いのコミュニケーションが生

まれるような何か工夫をしていただけるといいのかなと思いました。  

中央図書館長  レファレンスもどういう本を探しているかというのと、

自分は何を調べたいのかと、いろいろなパターンがあると思うのです。

やはりそこは図書館の中を巡回しながら声かけをしていくという こ と

で一 つ の成果が出てきているというのは如実ですので、そういうとこ

ろに人が割けるように、それから、 利用者の 求め に応えられるように

育成をしていく。声かけもなかなかしづらい部分があったりするので、

その辺のところもやっぱり対面的な接遇ではないですけれども、それ

を含めてやっていかなければいけないなというところでございます。  

前田委員  多分、話しかけたいなという方が話しかけやすいというか、



12 

 

 

こういうことを聞くとこのように返してくれるよみたいなのがどこか

のガイドにあれば、聞いてもいいのだなみたいな感じになる。お邪魔

かなと思うこともありそうなので、問答集ではないのですけれども、

そういうのが貼ってあると、声かけしてみてくださいとかあると 、 し

やすいのかも しれないなと。声かけしてほしくない方もいらっしゃっ

たりすると思うので、難しいところですが、是非お願いします。  

中央図書館長  やはりレファレンスに力を入れているところというのは、

お気軽にお声かけくださいという表示 がしっかりしているところが多

いのですね。 そういう意識の問題だと思いますので、それを含めて成

功事例はどういうものかというのは、これは水平展開させなければい

けないので、各館長会がありますから、その中でも情報提供などして

共有化を図っていきたいなというところでございます。  

庶務課長  ほかにご意見等いかがでしょうか。  

教育長  先ほど前田委員からご指摘あったことはすごく大きな問題だと

思っていて、今回の利用者満足度調査の来館者に 3 0 0 枚ぐらい配って、

インターネットでの回答も受け付けるというやり方をした。今度、教

育委員会事務局として D X を進めていくという観点から、その辺何かス

ピード感をアップするような取組ができるのかどうか。そうすると、

さっき言った P D C A サイクルを回すことの期間の見直しとかにつながる

かと思うのですけど、その辺りいかがですか。  

中央図書館長  ま ず調 査時期が今、５月ぐらい に １週間なりで やってい

るの で す けれども、その時期が適切なのかどうか、それから満足度調

査が１年に１回でよいのかということ、それから 3 0 0 という母数が多

いのか少ないのかと い う 点 も、 も っ と広く取れればいいなと思ってい

るので、これからは も っ と インターネットでの調査方法とかも考えな

ければいけないし、何よりもまず利用されていない方への調査も必要

だということを課題として挙げているので、それをどんどん D X 化して

いきながら、より精度をアップしていきたいなと考えています。  

教育長  よろしくお願いします。  

庶務課長  ほかはよろしいでしょうか。  

  それでは、以上で報告事項１番につきまして質疑を終わります。  

  報告事項は以上でございます。  

教育長  それでは、続きまして 「 令和７年度における教育委員会事務局
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の主要課題について 」 です。なお、内容が大変多いことから、 本日は

事務局からの説明のみとし、質疑は次回の定例会で行うということで

２回に分けさせていただきたいと思います。  

  それでは、事務局から説明をお願いいたします。  

事務局次長  それでは、私からは令和７年度における教育委員会事務局

の主要課題のうち、全体の課題についてご説明をさせていただきます。

お手元の資料をご覧いただければと思います。  

  令和７年度は改定した杉並区教育ビジョン 2 0 2 2 推進計画に基づきま

して取組を進めていくとともに、「みんなのしあわせを創る杉並の教育」

の実現に向け、現状を踏まえた上で 、先を展望した 際に生じる課題に

対しても着実に対応してまいりたいと考えてございます。  

特に令和５年度に区立学校等で発生した重大事故や公益通報により発

覚した教育委員会事務局内での不適切な事案等につきましては、昨年度

「杉並区教育委員会事務局等における不適切事案等の要因分析及び再発

防止対策検討委員会」で検討を重ねてきたところでございます。その結

果、早期に実施すべき再発防止対策のうち、特に優先度が高い児童生徒

の安全に関わる危機管理対応につきましては、令和７年４月に学校問題

対応支援係、愛称 C E D A R （シダー）でございますが、こちらを本庁組

織として新たに設置し、学校問題に関する相談機能の拡充と学校への教

育支援強化等に取り組んでまいります。  

  また、服務事故等の防止を図るための各種研修の実施のほか、ハラス

メント相談体制の周知徹底等により、職員の意識及び危機管理能力の

向上を図ってまいります。加えまして、これらの取組の効果等の検証

を行うとともに、教育行政の充実を図るための組織の再構築を視野に

入れた検討を引き続き行ってまいります。  

  全体的な課題は以上です。個別課題につきましては各課長の方からご

説明させていただきます。 

庶務課長  それでは、続きまして庶務課の主要課題についてご説明を申

し上げます。２ページをご覧いただければと思います。４点ほど掲げ

てございます。「 いじめ対策等の実施 」、いじめ問題対策委員会に新た

に置かれる調査部会と専門調査員を活用したいじめ重大事態の調査体

制、こちらを確立するとともに、いじめ問題対策委員会の役割・体制

を整理し、いじめ重大事態の調査以外の機能強化を図ってまいります。  
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  次に、杉並区いじめの防止等に関する条例の施行に伴いまして、条例

の基本理念等に関する普及啓発を行ってまいります。  

  ２番目でございますが、「区立学校への庶務事務システム等の導入の

検討 」 でございます。区立学校に所属する区費職員向け庶務事務シス

テム、これは区で使っているものでございますが、これが 1 1 年度更新

を予定しているものでございまして、情報システム担当課と継続して

検討を行うものでございます。  

  それから、７年度中に導入予定の都費教職員等向け経費、これは旅費

でございます 、 こ の精算システムにつきまして円滑に導入できるよう

準備し、運用してまいります。  

  ３番目でございます。「義務教育保護者負担軽減の検討」でございま

す。保護者負担の 学用品等の経費につきまして、５年度に あ り 方検 討

報告、それから６年度に役員校長会などと意見交換、整理した課題等

に基づきまして、引き続き検討を行ってまいります。学校給食費につ

きましては、５年 1 0 月から公費負担が実施されてございまして、７年

度において公会計化を実施する予定でございます。  

  ４番目でございます。「教育委員会事務局組織の改編検討」でござい

ます。組織風土を刷新するとともによりよい職場環境を整備し、抜本

的な組織改編による教育委員会事務局の体制見直しにつきまして、以

下のとおり行ってございます。７年度は引き 続き他の部署も含めた事

務局全体の組織改編を検討してまいります。  

  実施した内容でございますが、先ほど次長の方からご紹介申し上げた

C E D A R の設置、それから庶務課学校 I C T 係に済美教育センターの事業

を移管し学校 I C T に係る組織を統合したものでございます。  

  庶務課の課題は以上でございます。  

学校 I C T 担当課長  学校 I C T 担当というところの部分で取り上げてご報

告をさせていただきます。学校 I C T 担当に関しましても４点主要課題

として挙げさせていただいております。  

  まず１点目、「区立学校校務基盤システムの運用形態の検討」という

ところで、７年８月末の現行システムの再構築による校務システムと

基本システムの統合及びフルクラウド化が行われるのですが、そちら

の完了に向け新たな校務基盤システムの運用形態について、５年度に

システム構築プロポーザル実施済みである事業者と協議し、検討を進
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めてまいります。  

  続いて２点目になります。「杉並区立学校情報セキュリティ I C T 推進

会議の進行・調整」となります。学校における I C T のさらなる活用策

について、杉並区立学校情報セキュリティ I C T 推進会議において検討

を行ってまいります。委員長を次長としまして、記載の委員を含めて

会議を進めていきたいと思っておりまして、検討項目に関しては記載

させていただいていますフルクラウド ・ 再構築に伴う諸課題であると

か、生成 A I の活用方法、区立学校ホームページのあり方などを予定し

ております。 

  ３点目に参ります。「校務 D X の推進」とさせていただいております。

区長部局及び学校の双方でネットワーク再構築作業が完了することか

ら、教育委員会事務局及び学校においてオンライン会議、ペーパーレ

ス手続、ロケーションフリー勤務等の校務 D X を実現し、教職員の負担

軽減を図ってまいります。また、文部科学省の G I G A スクール構想の下

での校務 D X チェックリストにおいて多くの項目を達成できるよう、教

育委員会事務局及び学校への支援体制を強化してまいります。  

  最後に４点目になります。「生成 A I の利活用に関するガイドライン

の策定」とさせていただいております。６年 1 2 月 2 6 日に文部科学省

が初等中等教育段階における生成 A I の利活用に関するガイドラインを

策定したことを受け、教育現場における生成 A I の利活用の検討を行っ

てまいります。７年度は同省のガイドラインに留意して杉並区版の ガ

イドラインの策定を進めてまいりたいと考えております。  

  学校 I C T 担当からは以上となります。  

教育人事・指導課長  続きまして、教育人事 ・ 指導課長です。４ページ

をご覧ください。昨年度まで教育人事企画課とされていた課を再編し

まして、教育人事 ・指導課となりました。どうぞよろしくお願いいた

します。 

  では、１番から４番まで主要課題についてご説明いたします。  

  「服務事故防止の徹底」についてです。服務事故防止の徹底に向けて

校長会等における服務事故防止に関する啓発に加えまして、都からの

教職員の処分公表資料等を学校管理職に 機 を逸せずに周知をしてまい

ります。併せて、学校での服務事故防止研修の機会を生かしまして、

区内で発生した身近なヒヤリハットの事案、こちらを教員一人ひとり



16 

 

 

に周知することで危機管理の意識を高めてまいります。  

  危機管理の意識向上に資する研修会、こちらも実施しまして、学校管

理職をはじめ教職員 一 人 ひとりの周知を徹底しまして、教育委員会内

の意識向上や連携を図ることによりまして、服務 事故を防止する組織

風土を醸成してまいります。  

  ７年度より人事部門である教育人事係と相談部門である学校問題対応

支援係、愛称を C E D A R としております、これらが同じ組織になったこ

とを生かしまして、学校への支援体制を連携して行うことによりまし

て、学校に関する問題を初期段階から支援し、事故等の防止を図って

まいります。こちらの事故防止につきましては、服務事故の防止とい

うところで C E D A R と連携し、教員のいわゆる不適切な事案についてキ

ャッチの能力を高めていくところで進めていく予定です。  

  ２番です。「 C E D A R の円滑な運営」。学校問題対応支援係 （ C E D A R ）

を中心に、いじめ問題の早期解決のほか、学校の諸問題に対する支援

の体制を充実し、重大事態発生の未然防止を図ってまいります。  

  こちらにつきましては、係員をこれまでの 「教育 S A T 」事業を担っ

ていた 会計年度 任用職員 に加えまして、心理士３名、そのほか済美教

育センターから指導主事３名、統括指導 主 事 １名が配置されておりま

すので、こういった組織を活用して学校 の諸問題 に積極的に介入して

いく予定です。そういった形で昨年度とは異なる体制で進めて いく 予

定です。 

  ３番目、「働き方改革の推進」でございます。区内２校に都の外部コ

ンサルタントを活用した業務改革支援事業を導入しました。教員の働

き方に関する調査をまずはこの指定の２校 おいて 行いまして、本事業

による業務改革の検討結果を踏まえまして、働き方改革を推進するた

めの取組について検討してまいります。また、区内の他校に取組事例

を共有することにより、こちらの効果を波及させていきたいと考えて

おります。 

  なお、この２校につきましては、天沼小学校、天沼中学校の２校を選

定しております。 是非 この取組のノウハウを 私たちは 勉強させていた

だいて、改革への礎にしたいと考えております。  

  また、学校向けの庶務事務システムの円滑導入についてです。学校に

おける教職員の勤怠管理を適正に行うとともに、 庶務事務手続 きの 効
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率化を図ることによりまして、学校 職員の負担を軽減する予定です。

現在紙に 押印している出勤簿、紙で提出していただいている出張の届、

旅費の精算、こういったものを全て電子化していく取組を進めてまい

ります。９月から導入予定です。現在、その導入に向けて庶務課の、

先ほどの都費 教職員向け の 経費精算 システムと同様に進めているとこ

ろでございます。  

  ４番目、「区立学校等におけるハラスメントの防止」についてです。

区立学校及び区立子供園でのハラスメントについて、実態を把握する

ための調査を今年度行います。管理職向けの研修を実施することによ

りまして、ハラスメントを未然に防止するための風通しのよい学校組

織づくり、また、その風土づくりを進めていく予定です。  

  ハラスメントにつきましては、区長部局でもハラスメント対策は随分

進んでいるの で 、 そちらと歩調を合わせていくような形で進めていき

たいと考えております。  

  教育人事・指導課からは以上です。  

学務課長  続きまして、学務課の 主要課題でございます。２点ございま

す。１点目は 「 学校徴収金の公会計化 」 です。この４月から学校給食

の公会計化が始まりました。この公会計化によりまして、これまで学

校独自の 会計 ルールで行っていたものが、地方自治法や区の会計規則

に則 っ た 会計処理となりますので、議会での予算審議や決算の認定な

どを経ることとなり、より透明性の高い会計処理となります。また、

公会計化に伴いまして、これまで各学校で食材費の支払等を行ってい

たのですが、それを全て学務課で行うという形に変更してございます。  

  併せて、学校において現在保護者から徴収している徴収金がございま

す。こちらにつきま し ても、保護者の利便性向上や管理 ・ 監督体制の

充実、職員の業務負担 軽減を図るために、 区 政経 営 改革推進計画に基

づきまして、公会計化に向けた検討を行ってまいります。徴収金 の 種

類ごとに公会計化に向けた課題を整理するとともに、児童生徒約３万

人分 ございますので、 適 切 な徴収管理システムの構築も合わせて考え

てまいります。  

  ２点目です。「小学校６年生移動教室プロポーザルの実施 」です。小

学校６年生の移動教室につきまして は、 昨 年 、令和 ６年度からプロポ

ーザル方式で選定した事業者の 提案による 実施場所、体験プログラム
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に基づきまして、 行程 管理などを委託しているところでございます。

現事業者の委託期間が令和８年度までになってございますので、９年

度以降の運営事業者を公募型プロポーザル方式で選定してまいります。  

  選定に当たっては、安心・安全の移動教室の実施のために提案内容等

を慎重に見極めてまいります。  

  学務課からは以上です。  

特別支援教育課長  特別支援教育課長でございます。私からは特別支援

教育課の主要課題を４点ご説明いたします。６ページをご覧ください。  

  １点目は、「済美養護学校の教育環境の整備」でございます。済美養

護学校中学部を済美教育センター敷地内に移転するための改修・増築

工事、引っ越しや物品購入等必要な手続を着実に行いまして、令和７

年９月に確実に開設できるよう準備を進めてまいります。  

  また、現在の校舎は小学部として運用するため、特別教室等を復元す

るなどの必要な改修を行ってまいります。  

  それから、２点目は、「個別の学び支援システムの活用推進」でござ

います。４年度から小学校に段階的に導入を進めてまいりまして、 ６

年度に小学校 全 校 に導入となりました。本システムの活用により、個

別指導計画の内容を充実させ、多様な教育的ニーズに応じた指導 ・ 支

援を行うとともに、全教員の質の向上、校内の特別支援教育の啓発を

推進してまいります。また、切れ目のない支援を推進するため、小学

校での実践を踏まえた中学校における導入についても検討を行ってま

いります。 

  続いて３点目は、「済美養護学校のセンター的機能の構築 」でござい

ます。杉並区の特別支援教育 の 理解推進及び区立学校の特別支援 教 育

の専門性向上を目指し、 2 3 区で唯一区立特別支援学校を持っていると

いう強 み を生か して、済美養護学校のセンター的機能を構築し、各校

を支援するための仕組みづくりについて検討を行ってまいります。  

  最後、４点目は、「特別支援学級の設置・充実に向けた検討」でござ

います。知的障害特別支援学級の設置について、特別支援学級に通う

児童 ・ 生徒数や学級数の推移など の 実態等を把握しながら 、 引き続き

増設について検討を行ってまいります。また、自閉症 ・情緒障害特別

支援学級の設置等についても、他自治体の状況やこれまでの運営状況

などを踏まえ検討を行ってまいります。  
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  私からは以上となります。  

学校整備課長  続いて、学校整備課になります。７ページをご覧くださ

い。大きく３点ございまして、１点目は、「小・中学校の老朽改築」で

ございます。こちらは昭和 3 0 年代から 4 0 年代に鉄筋コンクリート造

で建ててきた学校が築 6 0 年程度を迎えておりまして、集中的に改築時

期を向けていることから、更に数が多くなってございます。  

  具体的な改築に向けて検討を行う学校ですが、まず杉並第一小学校に

つきましては、昨年度に引き続きまして改築検討懇談会 で ご意見を伺

いながら、 校舎 配置や平面計画などの基本設計をまとめた上で説明会、

それから実施設計を進めてまいります。  

  西宮中学校の改築です。こちらについては昨年度西宮中学校だけでは

なくて、周辺の図書館ですとか保育園、ゆうゆう館ですとかそういっ

た老朽化した施設を合わせて、今後の地域の施設の あり方 について検

討を進めた結果、西宮中については改築に合わせまして、（仮称）コミ

ュニティふらっと宮前との複合化を 行う 計画としてございます。４月

から改築検討懇談会を立ち上げまして、夏をめどに改築基本方針を策

定するとともに、プロポーザル方式で設計事業者を選定しまして、設

計に着手していく予定でございます。  

  天沼中学校の改築でございます。こちらは改築に合わせまして、現在

も併設されておりますさざんかステップアップ教室、天沼教室を引き

続き 併 設 するとともに、旧 若杉 小 で 暫定 的に運営していました、同荻

窪教室についても改築に合わせて併設していく計画でございます。設

計事業者を決めまして、今年度９回程度改築検討懇談会を開催し、ご

意見を聞きながら基本設計をまとめてまいります。  

  そのほか、杉並第六小学校、桃井第一小学校につきましては、来年度

からの設計開始に向けまして、改築検討懇談会の設置準備等を進めて

まいります。 

  そのほか継続して改築に取り組む学校につきましては、既に工事に着

手している学校４校でございます。  

  まず、杉並第二小学校につきましては、昨年度解体工事を進めており

ましたが、今年度については環境整備工事を進めまして、グラウンド

の完成を見込んでおります。  

  続いて、富士見丘中学校の改築でございますが、来年の２月に新校舎、
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グラウンドの工事を完了しまして、３月には現在、旧富士見丘小学校

に仮移転をしておりますが、従前の場所に戻って移転をしてくるとい

う予定でございます。また、併せて、これまで使ってきた旧校舎の北

側部分、体育館については老朽 化も進んでいることから、解体を進め

てまいります。  

  中瀬中学校の改築についてです。こちらも新校舎の建設工事を進めて

おりますが、地中障害等で遅れていたところですが、１月には完成さ

せて、３月には新校舎への移転を行い、４月からの新学期については、

新校舎での学校運営を予定しております。  

  また、神明中学校につきましては、６月までに旧校舎の解体工事を終

えまして、７月からは新校舎の建設工事に進む予定でございます。  

  次のページ、大きく２点目で「長寿命化改修の実施」でございます。

従前は 6 0 年程度で全ての学校を改築としていたところですが、躯体が

健全な学校につきましては、 8 0 年程度もたせるという考え方の下に、

中間年に当たります築 4 0 年の学校について長寿命化改修、また更にそ

の中間年であります 2 0 年目、 6 0 年目の学校については中規模の修繕

を実施するということで、来年度につきましては、久我山小が４年 工

事の最終年、杉十小につきましては、温水プール等もございまして、

５か年の工事計画でございますが、その初年度。中規模修繕につきま

しては東田中で設計を行うとともに、堀 之 内小ほか６校について改修

工事を実施してまいります。  

  最後に大きな３点目でございますが、「学校施設環境の見直し」とし

て、まず夏の暑さ対策です。普通教室につきましては全ての教室で既

に空調機は設置しておりますが、古い校舎で屋上に緑化がない学校に

つきましては、もともと空調機を設置する想定がされていない校舎で

すので、なかなか最上階は温度が下がらないといったところで、３ か

年計画で天井断熱工事を進めて、環境改善を図ってまいります。 ７ 年

度につきましては、その初年度として昨年の調査で特に気温の高かっ

た教室５校 2 6 教室を対象に断熱化改修を実施してまいります。  

  また、少人数教室、特別支援教室、昨年度から行っております不登校

の校内別室指導、それらの部屋の中で空調機が設置されていない教室

がまだ残っておりますので、こちらについても設置工事に向けた設計

を進めてまいります。  
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  校庭の安全対策についてでございますが、現在春の運動会シーズン前

に、委託によるレ ーキがけを行っておりますが、今年度秋 の 運動会シ

ーズン前にもまた行いまして、校庭の安全確保を図ってまいります。

また、昨年度の調査で特にくぎ等の 異物 が多く見つかっている学校に

つきましては、長寿命化改修の際に行う予定だった校庭改修を前倒し

して実施することで、抜本的な対策としてまいります。  

  人工芝等の校庭舗装の検討についてです。現在校庭舗装については土

を原則としておりまして、人工 芝については高円寺学園で試行的に導

入して以降実績がないところでございますが、子どものけがの防止で

すとか、近隣への砂 じ ん 被害の防止、それから水はけのよさといった

ところで人工芝についてはメリットも大きいところでございます。  

  一方で、海洋汚染の原因になっているですとか、夏熱くなる等の課題

も指摘されている こと から、業界の製品改良動向なども調査研究しま

して、必要に応じて今後 の校庭舗装について見直しを進めてまいりま

す。 

  最後に、プールのあり方の検討でございます。今後、改築時等におけ

る施設整備に係るコストの削減、それから教職員の方の維持管理に係

る負担の問題、また、夏の暑さの問題等課題のある学校プールの今後

のあり方について、引き続き検討し、考え方をまとめてまいります。  

  私からは以上です。  

学校支援課長  続きまして、学校支援課、主要課題３点あります。１点

目は 「 部活動の地域連携・地域移行 」でございます。地域連携に つ き

ましては、部活動の運営に外部の人材の力を借りるもの、地域移行に

ついては、部活動という枠組みを地域 が 主体となったクラブに移行し

ていくものでございます。地域連携につきましては、これまで同様部

活動指導員、またボランティアで指導補助を行う外部指導員、 更に は

民間事業者等が技術指導を行う部活動活性化事業、これによるコーチ

の配置ということで、従前の取組を進め、外部人材を活用した部活動

改革を推進していきたいと考えています。  

  また、地域移行に関しては、今年度二つ、１点目は、富士見丘中学校

において、これまで部活動で行ってい たものを、学校支援本部を主体

としたスポーツ ・ 文化芸術活動に一部切り替えていくという取組を行

います。また、地域移行に向けてこれまで高円寺学園で行っていた民
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間事業者に委託した形での運動部活動の運営を、近隣の杉森中、 高 南

中の ３校に広げて、３校の生徒が希望する中学校の民間事業者に委託

したスポーツクラブ、まだ部活動という位置づけではありますが、こ

のスポーツクラブに参加するような形を進めていくものでございます。  

  こうした今年度の取組に関しましては、合わせて検証を行って、８年

度以降の他校、他のエリアへの実施展開を進め ていきたいと考えてお

ります。 

  ２点目は、「学校施設の有効活用の推進」ということでございます。

学校施設が地域学校協働活動の拠点となる学びのプラットフォームと

して安全安心に活用されるよう、桃井第二小学校において学校施設管

理体制の見直しを行い、地域主体の懇談の場や大人の学習機会を創出

していきたいと考えております。  

  また、今年度朝の通学の前の時間ですね、朝の時間を使った朝遊び、

これを新たに始めます杉六小、方南小、また先ほど部活動のところで

お伝えしました富士見丘中における新たな取組成果、 こうしたものを

学校支援 本部みらい会議等を通じて、地域学校協働活動推進員や学校

支援本部と共有しながら 学校施設における多様な地域学校協働活動の

展開を推進していきたいと考えております。  

  また、これまで小学校の放課後の時間に放課後等居場所事業を始めた

ところでは、日曜日 、 祝日を含めて遊びと憩いの場の事業、個人に向

けた校庭開放事業、これを取りやめておりましたが、これまでやめて

しまっていた小学校においても日曜日、祝日に限ってこの校庭開放を

９月以降、条件が整ったところから順次再開していきたいと考えてお

ります。 

  また、学校開放事業において、さざんかねっと、施設予約のシステム

ですが、これを昨年度末７校で導入したのですが、これを運用してい

くとともに、少年団体を優先するシステム変更などの課題を整理して、

８年度末の利用者団体協議会のない学校への導入拡大を進めていきた

いと考えております。  

  最後３点目、「朝の居場所活動の実施」ということで、小学校始業前

の朝遊び等の活動を、５月以降準備の整った２校程度で実施すると。

これは先ほどお伝えした杉六小と方南小でございますが、ここで実施

するとともに、更なる拡大に向けた取組を進めるため、庁内の 検討組
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織を立ち上げて、全校実施に向けた取組として進めていきたいと 考 え

ております。 

  学校支援課からは以上です。  

生涯学習推進課長  引き続きまして、生涯学習推進課長でございます。

当課の主要課題４点につきまして、ご説明させていただきます。 1 0 ペ

ージをご覧ください。  

  １点目でございます。「社会教育士等を効果的に活用した学びの支援

等の充実 」でございます。社会教育士につきましては令和２年度に創

設された資格でございます。行政のみならず地域活動や企業活動につ

きまして、社会教育的な視点の活動を広げるための資格ということで

創設されております。  

  まず内容でございますけれども、社会教育士の専門知識やスキルを生

かしまして、地域の活性化を図る学習活動を充実させるために、公民

連携プラットフォームを活用いたしまして、地域の社会教育士等の掘

り起こしを図ります。有資格者を中心といたします社会教育人材のネ

ットワーク化、これもまた推進をいたします。また、学び合いワーク

ショップやスキルアップ講座を通じまして、引き続きこれを実施する

ことで力量形成に取り組んだり、その上で目標や課題設定等も相談、

地域資源の紹介といった伴走支援を行うことで、地域における学びの

充実を図ってまいります。  

  ２点目でございます。「歴史的資料のデジタルアーカイブ化」でござ

います。これは ５年の博物館法の改正を踏まえましての取組でござい

ます。郷土博物館にまず 収蔵品 管理システムを導入いたしまして、資

料のデータ化を進めるとともに、歴史的資料をデジタルデータでまず

保存いたしまして、これは公開、活用するためのデジ タルアーカイブ

事業の実施に 向けた取組を関係各課と連携して進めてまいります。７

年度に つきましては、８年３月の稼働を目指しまして、まずは郷土博

物館が収蔵いたします指定文化財等を中心といたしましたデータの 搭

載を行う予定でございます。その後の年度でございますが、複数年度

かけましてデータの搭載の充実を図ってまいります。  

  ３点目でございます。「杉並らしい特別展・企画展の実施」につきま

してです。これまでも郷土博物館では杉 並の歴史や文化を踏まえまし

た展示を実施してまいりました。７年度につきましては昭和 1 0 0 年、
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戦後 8 0 年という節目の年でございますので、これを踏まえました特別

展、企画展を目下準備しております。  

  一例としてご紹介させていただきますが、特別展につきましては、杉

並区内に録音スタジオがございました「テイチク」、こちらのスタジオ

では幾多の名盤を生み出しております。こうした テイチク を取り上げ

ることで、昭和歌謡に関連する資料を展示いたしまして、当時の文化

や世相を振り返る展示を実施したいと思っております。  

  最後、４点目になります。「科学教育の推進」でございます。まず科

学の拠点としての 「 I M A G I N U S （イマジナス）」についてでございます。

I M A G I N U S での体験を通じまして、科学に親しむ区民の裾野が広がるよ

うに学校の長期休業期間や休日の利用に加えまして、平日にも多くの

区民の方の利用を獲得できるように区立学校 の利 用 の 促進 を図るため

に広報 紙 への掲載、ポスターの掲示などを行うことで、幅広い世代へ

の周知に関連する側面支援を引き続き行ってまいります。  

  ２点目となりますけれども、これは区の科学教育についてです。区の

科学教育につきましては、I M A G I N U S との相乗効果を図るため、運営事

業者に委託しておりますが、天体の観望会、これは定員の 1 0 倍を超え

る申し込みがある人気の企画でございますけれども、７年度も引き続

き科学教育を同事業者に委託いたしまして、話題となります天文 現 象

等に合わせた観望会や事業者の専門性を生かしました魅力のある出前

型の科学教育の実施をしてまいりたいと思います。  

  私からの説明は以上でございます。  

済美教育センター所長  済美教育センター所長です。私からは済美教育

センターの主要課題３点についてご説明いたします。  

  １点目、「教育活動の充実に資する支援策についての検討会等の実施」

です 。まず、外国語教育の一層の充実に向けた検討会を立ち上げ、新

たな支援策の検討を進めます。次に、小学校への教科担任制の導入で

すが、現状は 各学校の判断で教科担任制やチーム担任制を導入し、学

校ごとに工夫をしながら取り組んでおります。この効果検証を進めつ

つ、全校導入に向けた課題整理や解決策の検討を進めます。教科担任

制導入に向けた課題の 一 つ に、教員の増員があります。東京都教育委

員会教員配置の動向を注視し、教育人事 ・ 指導課と連携して適切に対

応してまいります。  
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  最後は、済美教育センターのあり方についての検討です。今年度から

生活指導関連の業務を教育人事 ・ 指導課に移管し、学校問題への迅速

な対応の充実を図ったところです。引き続き済美教育センターの設置

目的を見直し、各学校の教育活動の充実のために支援を行うセンター

となるよう検討を進めてまいります。  

  主要課題２点目、「区立学校の教育課程の管理」についてです。各学

校の教育活動が子どもの主体的に学び続ける力を育むものとなるよう、

各学校の教育課程実施状況について管理してまいります。具体的には

指導主事による学校訪問、提出書類の確認、授業時数の調査 等により

状況を把握し、必要に応じて管理職への指導及び助言を行います。加

えて、学校が自校の教育活動の成果や課題を振り返り、改善に生かす

ために実施している学校評価の改善について検討を進めます。また、

済美教育センターが主催する各種主任会等の内容を見直し、外部講師

による研修や学校間の情報交換の充実により 、各学校の教育活動に役

立つような会に改善してまいります。  

  主要課題３点目は、「教員の指導力向上の取組」についてです。複数

の学校について区教育委員会及び東京都教育委員会の研究指定を行い、

様々な教育課題について実践的 な研究を進めます。指導主事ごとに担

当する学校が決まっておりますので、積極的に研究に関わり充実に努

めてまいります。また、研究成果について様々な手段で発進し、他校

の教員に実践を広げてまいります。  

  次に、学校や個別の教員のニーズに応じて、済美教育センター職員等

が訪問し、要望に応じた内容について研修を実施する訪問型要請研修

に引き続き取り組みます。学校に積極的に活用してもらえるよう 、 年

間を通して案内に努めてまいります。  

  私からは以上です。  

教育相談担当課長  済美教育センター教育相談担当課長でございます。

私からは３点、主要課題についてご説明差し上げます。  

  まず、「学びの多様化学校の設置に向けた検討 」です。在籍校への復

帰が困難である不登校児童 ・生徒を対象に、その実態に配慮した特別

な教育課程に基づき、個々の学習状況に合わせた学びを支援する 、 学

びの多様化学校の設置を目指した設置場所の検討を行ってまいります。

また、地域資源を生かした体験的活動や交流活動等、不登校児童 ・ 生
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徒の実態に応じた教育活動についても併せて検討してまいります。  

  次 に 、「 教 育 相 談 事 業 の 一 体 的 見 直 し を 図 る た め の 検 討 」 で す 。 児

童・ 生徒や保護者の教育に関する悩みに対して、現在多様な職員が多

くの取組を通して支援や助言、相談等を行っています。取組同士の連

携を図り、相互に 良さ を生かし合うこと、そうすることで 更 に 教育相

談が充実すると考えております。そのための不登校支援の取組の一体

的な見直しを図ってまいります。  

  最後に、「教育相談体制の充実と情報発信」です。不安や困難を抱え

る児童 ・ 生徒や保護者のニーズに迅速かつ柔軟に対応するために、相

談員を増員し、相談枠の拡充を図ったり、初回相談までの期間を短縮

したりすることで、受入れ体制の充実を図ってまい ります。また、「チ

ーム学校 」の一員としてスクールソーシャルワーカーの学校配置型を

目指します。そのために、スクールソーシャルワーカーの計画的な採

用と配置モデル校の段階的な移行に向けて取り組んでまいります。  

  以上、済美教育センター教育相談担当の主要課題の説明を終わります。  

就学前教育支援センター所長  就学前教育支援センター所長でございま

す。私からは当センターの主要課題を３点ご説明いたします。 1 3 ペー

ジをご覧ください。  

  １点目は、「就学前教育の質の向上」でございます。６年度から２年

間にわたる下高井戸子供園 の教育課題研究に続きまして、 ７年度から

高円寺北子供園で２年間の教育課題研究を新たに開始いたします。研

究成果は区立子供園だけでなく、保育施設を含めた区内就学前教育施

設全体でも活用できるよう配慮しながら、研究成果の発信を行うなど

を通じて、就学前教育の質の向上につなげてまいります。  

  続いて２点目に、「幼保小連携事業充実に向けた検討及び支援 」でご

ざいます。文部科学省が推進する 「 幼保小の架け橋プログラム 」を 踏

まえ、就学前教育施設から小学校への生活や学びがより一層円滑に接

続 で き る よ う 、「 杉 並 区 幼 保 小 接 続 期 カ リ キ ュ ラ ム ・ 連 携 プ ロ グ ラ ム

（ぐんぐん伸びるすぎなみの子）」の改定について、これまでの研究成

果を生かしつつ、改定検討会などで検討を行ってまいります。また、

小学校のスタートカリキュラム充実を図るため、引き続き就学前教育

支援センター幼保小連携担当職員によるカリキュラム作成 支 援 を実施

いたしまして、加えまして、幼保小連携研修、担当者連絡協議会の機



27 

 

 

会も活用しながら、「幼保小の架け橋プログラム」の理解を促進し、新

年度のスタートカリキュラムに向けた見直し、改善が着実に進められ

るよう啓発を行ってまいります。  

  最後、３点目は、「支援の必要な幼児への教育的支援の充実」でござ

います。併設の特別支援教育課などと連携を行いながら、心理専門職

による子供園及び私立幼稚園への巡回相談の充実を図ってまいります。

また、区内の就学前教育施設への教育支援相談事業の実施を行うこと

で、引き続き就学前教育施設における支援の必要な幼児への教育的支

援の一層の充実を図ってまいります。  

  私からの説明は以上となります。  

中央図書館長  大変お疲れさまでした。中央図書館が最後になります。

今回令和７年度は３点挙げてございます。  

  第１点目は、さきの生涯学習推進課と同じになりますが、「歴史的資

料のデジタルアーカイブ化」です。中央図書館では平成 2 9 年度から図

書館の歴史的資料のデジタル化を進めてまいりました。これを引き続

き進めるとともに、これらのデータを公開して、広く区民等に提供し、

活用していただくデジタルアーカイブ事業を、郷土博物館らと連携し

ながら今年度内実施に向けて取り組みます。  

  ２点目は、「宮前図書館及び柿木図書館の改築」です。昨年度西宮中

学校の改築と老朽化した周辺施設の更新等に関する検討において、地

域住 民 の方々との意見交換を行いました。それを踏まえまして 宮前 図

書館 と併設のさざんかス テップアップ教室は現地改築とすることとし

ました。工事の着手は 1 2 年度としておりますので、それに向けた改築

基本方針の策定など整備に係る工程の確認や、休館中の課題の整理を

進めてまいります。同様に老朽化が進んでいる柿木図書館について、

周辺施設と合わせて地域住民の方々との意見交換を行い、 施 設 の更新

方法等についての検討を進めてまいります。  

  最後、３点目です。「I C タグシステムを利用した図書館サービスの充

実」です。この I C タグシステムは５年度から導入を進めておりますけ

れども、昨年度は自動貸出機の設置を 1 3 館全館に完了いたしました。

７年度は利用状況を踏まえ、効果検証を進めるとともに、中央図書館

と高 円 寺 図書館に設置した予約資料 受取 棚というのがございますが、

この利用状況を確認しまして、他の地域館への 設 置 を検討してまいり
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ます。  

  私からは以上でございます。  

庶務課長  それでは、ただいまの説明につきまして、詳細な質疑につき

ましては次回の定例会とさせていただきたいと思いますが、今日の時

点で何か確認事項等ございますでしょうか。よろしいでしょうか。  

  それでは、次回改めてこの重要課題につきましてご質疑を頂くという

ところでよろしくお願いいたします。  

  最後になりましたが、生涯学習推進担当部長が参りましたので、ご紹

介をさせていただきたいと思います。  

事務局次長  生涯学習担当部長の武井浩司でございます。  

生涯学習担当部長  武井です。よろしくお願いいたします。  

教育長  それでは、以上で本日予定しておりました日程は全て終了いた

しました。庶務課長、連絡事項がございましたら、どうぞお願いしま

す。 

庶務課長  次回の教育委員会定例会でございますけれども、４月 2 3 日水

曜日、午後２時からを予定してございます。どうぞよろしくお願いい

たします。以上でございます。  

教育長  それでは、本日の教育委員会を閉会いたします。  


